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1 町たんけんで 見つけた ことを、その 場で メモするのは なぜ?

ア 後で 忘れないように する ため イ 早く 家に 帰る ため ウ 荷物を 軽く する ため

エ 字の 練 習を する ため こたえ 

2 町の 様子は、時が たつと どう なる?

ア 少しずつ 変わって 行く イ 一日で 全部 変わる ウなくなって しまう

エぜったいに 変わらない こたえ 

3 町の 様子を 記録する とき、絵と 一緒に 使うと べんりな ものは?

アなわとび イ 写真 ウかさ エえんぴつけずり こたえ 

4 学校の 屋 上から 町を 見る ときに 気を 付ける ことは?

アさくから 身を 乗り出さない イ 屋 上を 走りまわる ウ 物を 下に 投げる

エさくに 登って 見る こたえ 

5 町の 中で、木が 多く、緑が ゆたかな 場所は?

ア 交差点 イ 駅前の ビルがい ウちゅう車 場 エ公園や 森 こたえ 

6 町の 絵地図に、どちらが 北かを 示す ために 書くと よい 印は?

ア 日付 イ 方位記号(方位じるし) ウ 天気 エ 名前 こたえ 

7 公園や 図書館などの 公共施設を 使う とき 大切な ことは?

アきまりを 守って 大切に 使う イ 自分ひとりで 使い続ける ウかべに 落書きを する

エごみを 置いて 帰る こたえ 

8 学校の 回りを 探検する とき、安全の ために どう 動くと よい?

アばらばらに 走る イグループで まとまって 動く ウ 一人で 遠くへ 行く

エ道路で 寝転ぶ こたえ 
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9 町たんけんの 前に 作って おくと よい ものは?

ア回る コースの 計画 イ 宿 題の 答え ウ 夕飯の こんだて エたからの 地図

こたえ 

10 お店の 中を 見学したい ときは、どう する?

アだまって 店の 奥まで 入る イ先に お店の 人に 聞いて から 入る

ウ 品物に 自由に さわる エ 大きな 声で 走りまわる こたえ 

11 見学先の お店の 人が いそがしそうな ときは、どう する?

ア 勝手に 店の 奥へ 入る イ 少し 待つか、後で 聞く ウ 品物を さわって 待つ

エ 大声で 何度も 呼ぶ こたえ 

12 町たんけんで 見つけた ものを 書きこむ 地図は?

ア 星座早見 イ 絵地図 ウ 世界地図 エ 天気図 こたえ 

13 田や 畑が 広がる ところに よく ある 建物は?

ア 高い ビル イ農家の 家や 作業小屋 ウ 駅ビル エデパート こたえ 

14 町たんけんに 持って 行くと 役立つ ものは?

アゲームき イまくら ウふとん エ 地図・ふでばこ・水とう こたえ 

15 学校の 回りの 様子を 調べる 一番 よい 方法は?

アじっさいに 歩いて 確かめる イ 想像だけで 書く ウ 目を つぶって 考える

エ 寝て ゆめで 見る こたえ 

16 点字ブロックの 上に 自転車や 荷物を 置いては いけないのは なぜ?

ア 目の 不自由な 人が 安全に 歩けなく なるから イ雨が たまるから

ウ 自転車が こわれるから エブロックが よごれるから こたえ 

17 町たんけんの 後に、見て 思った ことや 感じた ことを 書いた ものを 何と 言う?

ア感想 イ予想 ウ 目印 エ 計画 こたえ 
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18 町の 様子を グループで 調べる とき、仕事は どう すると よい?

ア 全部 一人が する イじゃんけんで 遊ぶ ウだれも しない エ 手分けして 分たんする

こたえ 

19 町たんけんで、土地の 高い ところと 低い ところは 何で 分かる?

アお店の 数 イ 走る 車の 色 ウ 坂を 上ったり 下ったり する ところ エ 空の 色

こたえ 

20 絵地図で、家の 多い ところ・店の 多い ところ・田畑を 分かりやすく する 工夫は?

ア 土地の 使われ方ごとに 色を 分けて ぬる イどこも 同じ 色で ぬる

ウ 字を とても 小さく 書く エ 何も 書かずに おく こたえ 

まち ようす しら しごと
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こたえ　しょう3 しゃかい「学校の 回り・町の 様子」 その1

1  ア 後で 忘れないように する ため

2  ア 少しずつ 変わって 行く

3  イ 写真

4  ア さくから 身を 乗り出さない

5  エ 公園や 森

6  イ 方位記号(方位じるし)

7  ア きまりを 守って 大切に 使う

8  イ グループで まとまって 動く

9  ア 回る コースの 計画

10  イ 先に お店の 人に 聞いて から 入る

11  イ 少し 待つか、後で 聞く

12  イ 絵地図

13  イ 農家の 家や 作業小屋

14  エ 地図・ふでばこ・水とう

15  ア じっさいに 歩いて 確かめる

16  ア 目の 不自由な 人が 安全に 歩けなく なるか

ら

17  ア 感想

18  エ 手分けして 分たんする

19  ウ 坂を 上ったり 下ったり する ところ

20  ア 土地の 使われ方ごとに 色を 分けて ぬる


